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1) 	 多発奇形を合併せる先天性食道閉鎖症のー剖
検例
千葉大。安達元明，阿部一憲，数馬欣一
患児は在胎 10カ月の双胎の第I児，生下時体重
1，640gr.鎖虹，尿道口閉鎖，外陰部異常を助産婦
K指摘され，出生3時間自民当科未熟児室に入院し
た。入院時よりかなり多量の泡沫状の幅吐が頻固に
みられ，軽度のチアノーゼを示した。ウログラフィ
ンで食道造影を行ったと乙ろ，食道上端は盲端に終
わり，また胃内i乙ガス像を認めた。以上により，下
側食道端は気管と交通する先天性食道閉鎖症の約 
90%を占める GrossC型， Vogt 3b型と診断し
た。生後 11時間自民当院第二外科にて縦隔洞内食
道吻合術，胃凄造設術，人工紅門造設術，尿痩造設
術を施行したが，術後約30時間自民呼吸障害を来
して死亡した。剖検により，卵円孔開存，ボタロ管
開存， メツケJレ憩室，鎖紅，尿道口閉鎖，右腎無形
成，外陰部奇形が認められた。 
2) 新生児 Achalasiaの 1例
千葉大数馬欣一，宍倉順子，榊原秀三
新生児 Achalasia の報告は内外の文献にて 9例
の報告をみるにすぎない。
最近私達は生後 16日の女児，幅吐を主訴として
来院し，レ線上食道拡張と噴門部の狭小を認め，新
生児 Achalasiaと診断した 1例を経験した。本症
例はアトロピンのみで効なく，ゾンデ栄養にて始め
て治癒した。
3) 	 Chilaiditi症候群のー幼児例
千葉大数馬欣一，。山上欽也
石原三紗子
横隔膜挙上，肝下垂，結腸の挙上阪入を主徴候と
するとの疾患は， 1910年 Chilaiditiにより肝下垂
の3成人例が詳細に報告されて以来， Chilaiditi症
候群と呼ばれるようになり，本邦にては 1913年阿
部らにより H稀有な肝臓転移グとして報告されて以
降約40例に過ぎず，小児例はさらに珍らしく山内，
久徳による各 1例である。本症診断は打診上肝濁音 
界の消失，胸部単純撮影にて右横隔膜直下の異常腸
管ガス像の存在で，経口経腸ノてリウム法にて確認を
得る。本症の発見例の少ないのは，その症状が多く
無症状であり，有っても腹部膨満感，空気鴨下，腹 
痛程度で特に小児における特有の症状のない事でも 
ある。レ線検索の多くなるにつれ，今後より多くの
本症が発見されると考えられる。 8才女児の 1幼児
例を報告し成因，症状，診断，レ線像につき述べ，
少しく文献的考察を行った。
の	 ハンダ付け用塩酸誤飲によって著明な幽門狭
窄を惹起した興味ある一例
毛目前田和一
大森日赤萩沢 賢
強性鉱酸を誤って，あるいは自殺の目的で故意に
職下し消化管の各所K癒痕性狭窄を来した例は少な
くない。われわれは最近2才の男児でハンダづけ用
塩酸を鴨下し，口腔，食道等に全く障害を来たさず，
約2カ月後に著明な幽門狭窄を来たした手術例を経
験し報告した。
手術所見では幽門輪から口側約3"，4cmの所を
中心に癒痕を形成し，周囲に癒痕性硬化が認めら
れ，胃後壁には癒着が認められる乙とより，以前に
炎症があったと思われた。 BIIb法で胃の部分切
除を行い，術後の経過は良好である。鴨下した塩酸
溶液は， 塩酸濃度1.14%で比較的稀薄なのに反し，
塩化亜鉛を 38.2%も含有しており，幽門の癒痕性狭
窄は塩酸によるよりも，むしろ塩化亜鉛によるもの 
と思われる。従って口腔，食道には変化を来たさず
長時間停滞する胃に腐蝕を来たしたものであろう。 
5) 	 先天性幽門狭窄症のレ線学的ならびに組織学
的検索
千葉大
数馬欣-f富田 進，山上欽也
宍倉順子，春川章次，今野貞夫
1.昭和 32年以降当科において経験した先天性
幽門狭窄症 54例について初診時レ線検査を行ない，
